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●首都圏では東京駅の東側エリアにマンションストック密度が高い駅が集中 

物件数ランキング 1位の「浜町」をはじめ、「人形町」「水天宮前」「馬喰横山」「東日本橋」と、日本橋の東側エリ

アの駅が上位を占めている。この 30 年の産業構造の変化により土地の流動化が進んだエリアで、東京駅から

も近く、生活利便性が高い割には比較的リーズナブルな価格のエリアでもあり、なおかつ近年の都心回帰の傾

向、1993 年から始まった中央区の容積率緩和政策もあいまって、爆発的にマンション供給が増えたエリアでも

ある。「阪東橋」「入谷」「田原町」なども同様の傾向を見出すことができる。 

戸数ランキング 1位の都営地下鉄大江戸線「勝どき」は 2000 年に開業した新駅である。中央区の容積率規制

緩和もあり、次々とタワーマンションが建設された。2位の「武蔵小杉」においては 1989 年にはわずか 444 戸で

あったマンション密度が、駅前の工場やグラウンドの再開発によって、相次いでタワーマンションが供給され、

2019 年にはストック戸数が 9,010 戸と、実に増加倍率 20.3 倍で一気に 2位となった。1位の「勝どき」、6 位の

「豊洲」、10 位の「月島」は、再開発に伴うタワーマンション建設に加えて、東京メトロ有楽町線の延伸、都営地

下鉄大江戸線の開業に伴う新駅効果もあり大幅に密度を高めている。 

東京カンテイ、「駅周辺 1平方㎞＝半径 560mのマンションストック“密度”」を調査 



東京カンテイ プレスリリース/マンションストック“密度”（首都圏）                   2019年 10月 31日

発　　　行 株式会社　東京カンテイ
リリース日 ２０１９年１０月３１日（木）

※本記事の無断転載を禁じます。

●首都圏 1位「浜町」のストック分布

「浜町」駅周辺のマンション開発を年代別

に見ると、1960 年代は 1物件、1970 年代

は 8物件、1980 年代は 15物件 1990 年

代は 21 物件、2000 年代は 42 物件、2010

年代は 49物件と、年代を追うごとに物件

数が増加している。同じ都営地下鉄新宿

線では「浜町」の隣駅「馬喰横山」までの駅

間はわずか 600 メートルで、「東日本橋」

はさらに近い。「人形町」や「水天宮前」も 1

㎞以内にあるため、このエリアの駅が上位

に多い。1989 年 6月以前に供給された物

件（赤ドット）は多くが浜町公園の南東側に

建築されていることが地図でわかる。 

●全国 1 位「薬院大通」のストック分布

「薬院大通」は現在ファミリーマンションの 

ストック物件数が 144 物件と最も多い駅で

ある。地図で確認しても赤いドットも青いド

ットもほぼ同数存在し、分布はかなりの密

度となっているのを実感する。首都圏 1位

の「浜町」は 136 物件で「薬院大通」に迫っ

ているが、購入者のマンションに求める重

要スペックが「居住快適性」から「交通利便

性」や「資産性」に変化した一方で、「薬院

大通」では駅前立地マンションに求めるも

のが変わっていないか、変わっても好立地

としての高い人気を維持し、通勤利便性と

生活利便性をどちらも犠牲にしない抜群の

距離感にあることが要因である。 

福岡市地下鉄七隈線「薬院大通」から半径 560ｍ以内のマンション分布 

都営地下鉄新宿線「浜町」から半径 560ｍ以内のマンション分布

●集計の方法 

2019 年 6 月時点 現存（竣工）しているすべての物件を集計し、現存しない（取壊しなど）マンションは除外（非分譲であってもマンションに含まれる

住戸はすべてカウントしている、事務所・店舗用途の住戸は除く）  

1989 年 6 月時点 同時点で存在（竣工）していたマンションを集計 現在建替えや取り壊されたマンションも同時点で存在していれば集計した（非分

譲であってもマンションに含まれる住戸はすべてカウントしている、事務所・店舗用途の住戸は除く） 

●駅の緯度・経度を中心とし、半径 560ｍ以内に存在するマンションの緯度・経度が入るものを集計した。 半径 560ｍ以内のマンションを駅単位で

集計したため、駅間の短い地下鉄沿線等では同じ物件が複数の駅にカウントされている。  

●駅の緯度・経度は「建築物としての駅」の中心点に東京カンテイが定めたもの。  

●マンションの緯度・経度は目視で確認の上、マンションのメイン・エントランスに東京カンテイが定めたもの。  

●ファミリーマンションのみを集計した。一棟の中にファミリーとワンルームが混在しているマンションは対象から除外した。 


